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＜連絡事項＞

・至急での検査対応（検査センター）について、基本的にはFAXで17時以降に返事が来ますが、同時に電話での連絡もくるようになりました。電話での対応は、聞き間違い・聞き漏らし等も生じる可能性がありますが、準夜スタッフは確実に情報キャッチするように努めてください。

・処方等の取り扱い改善に向けて、昨日から個別説明も開始しています。3/1（土）からのスタートに向けて、すべてのスタッフが確実に内容把握しましょう。

・「ユニットケア基準」作成に向けて、今週中には作成開始とします。開始にあたっては、今一度、カンファレンスで説明し始めていく予定です。

・「夜間オンコール体制　基準・手順」が作成されました。今までと同様、また追加内容（変更）もあります。2/13（水）カンファレンスの時間を使い、読み合わせを行う予定としています。

＜患者様連絡事項＞

・木村　修武様～日中落ち着いて過ごされている為、本日、Ａユニット15号室→Ｂユニ　

　ット１号室へ移動となっています。希死念慮はまだあるので、日中の様子を観察してください。また、タバコは本人管理となります。

・村上　匠哉様～本人より、ＣＤとラジオを持ちたいと希望があり、主治医より許可がでています。本日より、本人持ちとなっています。

・高田　多紀子様～下痢が続いている事から、主治医診察にて、クラビット・下痢止め処方となっています。

・坂　貢様～よこまちスーパーへ買い物の希望があり、主治医よりスタッフ付き添いにて許可が出ています。担当スタッフは検討お願いします。

・袴田　英司様～エンシュア・ヨウフェナック・アスモロールが継続処方となっています。

・久保　清美様～夜間の睡眠の不安定さを訴えており、次の定期薬処方よりフルニトラゼパムを2T→1Tにし、ベゲタミンAを1T増薬して様子を見るとの事です。夜間の睡眠状態の観察をしていきましょう。

・中里　祐次郎様～血液検査の結果、コリンエステラーゼが低い結果となっているため、栄養失調が考えられます。栄養士と食事の内容を検討していく事としています。

・長根　矢一様～喀痰培養の検査の結果で経管栄養を考えるとの事で、喀痰培養の検査の指示が出ています。2/13（水）の朝に実施して下さい。

・佐々木　正訓様～本日、Ａユニット９号室→Ａユニット15号室へ移動となっています。また、御家族の方が面会に来ていない為、電話をして御家族に１週間に１回（家族洗濯・買い物カードなく差し入れをしてもらう為）は面会にくるよう促していく事となっています。

＜皮膚科診察＞

・安達　貴浩様～身体の掻痒感の訴えあり、タベジール2T 2×朝・夕で６日分臨時処方となっています。

・夏堀　長五郎様～両足に白癬との診断があり、ケルガークリーム処方となっています。ひび割れている箇所にはアズクロを塗布してください。同時にケルガー（125）1T １×朝 ７日分臨時処方となり、以後定期となっています。

・田村　喜七様～両下肢のじゅくじゅくしている箇所にアズクロを塗布し、その他の下肢には、リンデロンを塗布してください。2/14（木）に皮膚科再受診してください。また、前回に比べ、悪化傾向である為、担当スタッフは他科受診について検討してみてください。

・木村　修武様～掻痒感の訴えない為、タベジール2T 2×朝が止めとなっています。

・坪　邦俊様～掻痒感の訴え継続して聞かれている為、タベジール2T 2×朝 ６日分臨時処方となっています。引き続き、掻痒感の訴えの有無・皮膚状態の観察をしていきましょう。

＜フローシート等カルテ整備状況についての意見交換＞

○フローシートの資格者のサイン漏れがある

　改善案→①それぞれの勤務でなるべく早くサインを書くようにする。

　　　　　②記録記載後のカルテを起こす際に、記録とサインがされているかチェックを行ってみてはどうか？

○フローシートの臨時処方の記載について誰が記載するか？

改善案→①指示受けをしたスタッフが記載するようにする。

　　　　　②ページをまたいでの臨時処方の際は、線を引くのではなく、再度記載をしてから線を引くようにする。













